
　  

大飯発電所２号機の調整運転停止について
（湿分分離加熱器空気抜き管からの蒸気漏れの原因と対策）
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内面観察および断面観察結果
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内面の写真

外観観察結果

配管外面からの肉厚測定の
ため表面の手入れを実施した
際、減肉により肉厚が薄くなっ
ていたことにより開口した穴

蒸気漏れ箇所

液滴衝撃エロー
ジョンに見られる
鋸刃状の減肉形
態を示してい
た。
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【ドレン配管】
材質：ステンレス鋼
公称外径：約３４ｍｍ
公称内径：約２７ｍｍ
圧力：約６ＭＰａ
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約１２５mm

【空気抜き管】
材質：炭素鋼
公称外径：約１１４ｍｍ
公称内径：約９７ｍｍ
圧力：真空状態
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電気出力０～３５％では、復水器入口弁は「開」、第６高
圧給水加熱器入口弁は「閉」。
それ以上の電気出力では、復水器入口弁は「閉」、第６
高圧給水加熱器入口弁は「開」。
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推定メカニズム

ドレントラップ動作時に流れるドレン水が、真空状態の空気抜き管
に減圧膨張しながら高速で流れる。
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ドレントラップ動作時

口径が広がることにより、さらに圧力が低下して体積が膨張、流
速が増加し、空気抜き管に衝突し減肉が発生。減肉が徐々に進
行し、貫通に至る。

ドレントラップ動作原理
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上流側の高い圧力でバルブ
ピースが押し下げられる。

上流側蒸気がしゃ断されバルブピース頭部が、
放熱により冷却されパルブピース上部の圧力
が低下し、バルブピースが押し上げられる。

下流側
（真空）

下流側
（真空）

ドレン水

上流側

バルブピース

蒸気


